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グレン・E・エステスRI会長は、Celebrate Rotary 「ロータリーを祝おう」をテーマに選びました。1905年2月23日、最初

のロータリーの例会が持たれて丁度100周年にちなんでいますが、これまでの輝かしい歴史を、希望のある次世紀に向かって挑戦

するために、過去・現在・未来を称えるテーマであります。そのために、社会奉仕活動を実践し、世界的な親睦の強化を奨励して

います。

1985年に始まった、ポリオ･プラスも撲滅までもう一息のところまで来ています。この世界的大事業には、我々も含め全世界

のロータリアンが参加しています。この活動が達成された暁には、どんなに喜びが大きいことでしょう。我が国でも、エイズがひ

そかに蔓延していますし、幼児虐待も10年で10倍に増えています。今、その啓蒙に力を入れないと将来が危ぶまれる問題だと思

います。その他にも我々の身近に、保健や環境、あるいは教育的プログラム等、関心を持ち挑戦する心があれば、取り組むべき問

題は沢山あります。地区としても、なるべく無駄をなくし、各クラブのお役に立てるよう努力して参りますのでご支援とご協力を

お願い致します。

100周年に、ロータリアンである幸運なめぐり合わせを感じ、その記念事業として、各クラブが足跡を残そうではありませんか。

ロータリアンで良かったと思えるように。

１．ロータリアンとして資質を高める努力をしましょう
・少なくとも月に１度はロータリーに関する情報に目を
通しましょう

・ロータリーに関する情報を家族と分かち合いましょう

２．クラブ運営に協力しましょう
・ICによる情報をみんなで共有しましょう
・クラブにおける活動を広く地域社会に知ってもらい、
賛同者を増やしましょう

・会員増強と退会防止に努めましょう（地区の会員目標
数3,400名）

３．クラブの活性化に努めましょう
・出席率を高め、楽しい例会にしましょう
・クラブ活動計画は全員熟知しましょう
・親睦を大切にしましょう
・RI 100周年にちなんだ活動をしましょう

４．地区活動へ協力しましょう
・GSE受け入れに協力しましょう
・ポリオプラスに協力しましょう

－ポリオ撲滅運動募金最後の年です。3年間で150ド
ル達成に努力しましょう

・ロータリー財団及び米山記念奨学会への協力をお願い
します

国際ロータリー第2510地区

ガバナー 遠　藤　秀　雄

ロータリーに関心を

遠藤秀雄ガバナー略歴

■経　歴
生年月日　　　 1933（昭和 8 ）年 7 月24日
勤務先・役職 医療法人友愛会恵愛病院理事長

■学　歴
1961年 3 月　　北海道大学医学部卒業
1962年 3 月　　北海道大学付属病院にてインターン終了
1962年 4 月　　北海道大学精神医学教室入局
1975年12月　　学位取得

■職　歴
1968年 3 月　　恵愛病院院長に就任
1976年12月　　医療法人友愛会理事長に就任

日本精神科病院協会北海道支部常任理事
北海道精神病院協会会長
北海道精神保健協会副会長
室蘭地区精神保健協会会長

■ロータリー歴
1969年12月　　登別ロータリークラブ入会

（チャーターメンバー）
1972～1973年　登別ロータリークラブ幹事
1980～1981年　登別ロータリークラブ会長
1993～1994年　第９分区代理
2003～2004年　ガバナー・エレクト

ポール･ハリス・フェロー
米山功労者
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〈国際ロータリー2004～2005年度会長メッセージ〉

100年に及ぶロータリーの親睦と奉仕には、祝うに足る十分な理由があり、100

周年にあたる私たちの2004-05年度に、私は、全ロータリアンに向かってご一緒

にロータリーを祝おうとお願いしたいのです。私たちは、世界の子供たちや今後生

まれてくるすべての子供たちへの贈り物として、ポリオのない世界を実現するとい

う大きな成功を祝うことになります。世界166カ国で120万人の会員が奉仕すると

いう一世紀にわたる成長と拡大を祝い、そして、私たちを奉仕へと駆り立てて献身

しようと絶えず奮い立たせる、ロータリアンの心温まる親睦を祝うのです。

私は、ロータリアンの皆さまに、過去の成功の自己満足ではなく、現在の困難へ

の新たな危機感を持って、ロータリーを祝おうと呼びかけております。何十年にも

わたる奉仕によって、私たちは、自然災害と新たな恐ろしい病や残忍な紛争に取り

巻かれた世界において、人類が必要とすることの重大さを知らされました。私たち

は何百万もの読み書きのできない人々や技能を備えていない人々が、容赦ない貧困

の悪循環に掛かって抜け出せないでいることを知っています。私たちは、医師や病

院があまりにも少なすぎる場所に、苦しむ人々が存在するのを目にしてきました。

また、食料や水などの基本的な必需品に手が届かない人々が、あまりに多くいるこ

とを認識しています。ロータリーを祝う最善の方途の一つは、私たちの100年の経

験の重みを十分に生かして、それらの莫大な人道的需要に取り組むことでしょう。

まず第一に、超我の奉仕を据えることで、ロータリーを祝おうではありませんか。

国際親善奨学生、ローターアクター、インターアクター、青少年交換学生、

GSEチーム・メンバー、その他私たちの人道的活動によって生活が改善された何

千もの人々など、私は、皆さまがこの祝賀の心を、ロータリー家族全体とロータリ

ーによって感動を与えられたすべての人々と分かち合われるよう望みます。また、

私たちが奉仕する地域社会に、私たちと共に祝ってもらうよう呼びかけましょう。

100周年社会奉仕プロジェクトは、ロータリー100周年を地元で広報し、世界中の

何千もの地域社会で、100周年を末永く記憶に残るものとするまたとない機会です。

ロータリー100周年にまつわる前向きな広報は、間違いなく会員候補者の間でロ

ータリーに対する認識と関心を高め、2004-05年度を会員を増強するに最適なも

のとするでしょう。また、私たちは、ここ数年来の退会防止活動を継続するのに、

クラブ・プロジェクトに現在の会員を積極的に巻き込み、「ロータリー家族」委員

会を維持し続け、クラブ内に気配りと思いやりのある環境を推進しなければなりま

せん。私たちは、ロータリーの最初の100年の奉仕にとって、安定した成長を続け

る会員組織がいかに重要であるか、目にしてきました。活動的で献身的なロータリ

2004-05年度 国際ロータリー会長

グレンE.エステス・シニア
米国アラバマ州シェイズバレーRC

略　　　歴

2003-04年度国際ロータリー会長エレクト

1993-96年度ロータリー財団管理委員

1991-92年度国際ロータリー副会長

1990-92年度国際ロータリー理事

1979-80年度第6860地区ガバナー

グレンE.エステスSr.氏は、グレン・エステス・アソシエイツ社

を引退された最高経営責任者です。米国ミシシッピー州のパイ

ク郡に生まれ、物理学および化学を専攻され、ルイジアナ州ニ

ューオリンズのチュレイン大学から学位を取得されました。エ

ステス氏は、5人兄弟の1 人で、全員がロータリアンです。一時

期、兄弟のうち4人がそれぞれのクラブの会長を務めました。

エステス氏は、アラバマ州バーミンガムに本部を置く、およそ

10,000人の職員を擁する11の病院の連携保健看護体制である、

バプチスト保健機構の元管理委員会委員長です。アラバマ州中

部商事改善協会の理事およびアラバマ州労災補償信託-企業審議

会の管理委員を務められました。またフロリダ州における初期

の頃、YMCA、米国化学協会、関節炎財団の委員長を歴任され、

また米国の人事問題顧問評議会の評議員も務められました。

エステス氏は、1960年以来のロータリアンで、最初、(米国)フ

ロリダ州ジャックソンビルのクラブ＃41、その後、ニュージャ

ージィー州ウエインのクラブ会員でした。同氏は、1997年国際

大会委員会のアドバイサー、また1987-88 年度にはポリオ・プ

ラス国別コーディネーターを務められました。同氏は、管理委

員会委員の任期を通じ、財団財務委員会委員長および財団プロ

グラム委員会副委員長を歴任されました。1999年には、国際協

議会委員長および議長を務められました。

同氏は、以前、国際ロータリー監査運営審査委員会委員を4年、

そのうち1年は同委員会委員長を務められました。これはロー

タリーで唯一の6年任期の委員会です。この委員会は、理事会

に対し諮問の役割を果たします。またエステス氏は、2002-03

年度を通じ、会員増強および退会防止委員会の委員長を務めら

れました。

エステス氏は、ロータリー財団の大口寄付者、ポール・ハリ

ス・フェロー、およびベネファクターです。同氏はまた、ロー

タリー財団功労表彰状およびロータリー財団特別功労賞を受賞

されておられます。

グレンおよびメアリー･エステスご夫妻には、3人のお子さんと

8人のお孫さんがおられます。

ご家族の16人が、ポール・ハリス・フェローです。

エステス氏は、国際ロータリー創立百周年記念にあたる2004-

05年度に会長を務められます。
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アンの退会を防止し、その数を増やして、私たちの将来を安定した

ものにするため、あらゆる努力をしましょう。

100年は重要な礎石であり、そこに到達した団体はほとんどあり

ません。このことは、ロータリーが正しい行いをしていること、ロ

ータリー奉仕に対する需要がいまだ大きいことを示しています。私

たちの成功には、数多くの「秘密」があります。それは、週例会に

由来する親睦と共通の大義、それに世界中に向けて扉と心を開く国

際性であり、私たちの誰もが、自分ひとりで行うよりはるかに多く

の事柄を達成させてくれる構造です。しかしながら、最大の強みは、

ロータリアンが新しい挑戦事項に取り組むにあたって抱き、最後に

問題が解決されるまで持続する熱意なのです。私たちは、ポリオ撲

滅において、また、私たちが奉仕する各地域社会において、他の何

千もの方法でそれを実践しています。

シカゴの鉱山技師の事務所で1905年に始まったロータリーです

が、初期の頃には、将来の見通しはほとんど立っていませんでした。

凍てついた2月の夜、そこに集った4人の男性のうち誰一人として、

100年後に31,000ものクラブが会合を開くとはもちろんのこと、

その会合が定期的に行われることになるとは、予想だにしていませ

んでした。ポール・ハリス、シルベスター・シール、ガスターバ

ス・ローア、ハイラム・ショーレーは、明らかに、自分たちが最初

の奉仕クラブを形成し、20世紀を通して他のこれほど多くの人々

の心と魂を掴むことになる運動に着手しているとは、思いもしてい

ませんでした。初期の創立者たちのように、ロータリアンは、自分

たちの行動がどれほど建設的な影響を与えるのか、いつもわきまえ

ているわけではありません。しかし、100年にわたる奉仕は、私た

ちが世界で善行をなす計り知れない可能性を明確に示してきました。

今日、国際ロータリーは、世界で最も影響力と行動力を有する非

政府団体の1つとして、奉仕の第二世紀に入る用意が整っています。

私たちのポリオ・プラス・プログラム、平和および紛争解決の分野

における国際問題研究のためのロータリー・センター、国際人道的

活動、そして世界中で数え切れないほどの卓越したクラブと地区の

プロジェクトは、より良いより平和な世界を達成するためのロータ

リーの貢献を示しています。ロータリーの可能性に対する認識を高

め、新しい挑戦事項に取り組み、それらが達成されるまでやりぬく

心構えをして、奉仕の第二世紀に入ろうではありませんか。私たち

のクラブで、職業で、地域社会で、そして私たちの世界で、新たに

奉仕に献身して、ロータリーを祝おうではありませんか。

私たちのクラブは、ロータリーの心臓です。ここは、私

たちがまずロータリーの親睦を楽しみ、やがてロータリー

の理想に献身するようになる場です。多くのクラブに100

周年度に称えるべき豊かな歴史があり、最も新しいクラブ

にさえ、ロータリーを祝う理由があります。クラブ会員に

思いやりと気配りの精神を奨励して、ロータリーを祝おう

ではありませんか。会員の退会防止活動を支援するロータ

リー家族委員会を継続し、熱意にあふれた新会員を入会さ

せて、前途に横たわる挑戦事項を克服するための新たなエ

ネルギーをクラブに吹き込みましょう。

ロータリーが創設されたのは、私たちの時代とさほど変

わらないような、ビジネスの世界における腐敗と醜聞の時

期でした。この団体の創立以来、道徳的水準はロータリア

ンの代名詞になっていますが、100周年は、事業および専

門職務における立派な行いに関する私たちの誓いを新たに

する理想的な機会です。職場における良心、そして社員、

顧客、専門職務に携わる同僚に対する清廉の手本として振

舞い、ロータリーを祝おうではありませんか。

ロータリーの優れた達成事項の多くは、各クラブが識字

率の向上、貧困および飢餓の緩和、若い人々の指導と彼ら

を取り巻く環境の美化といった広範囲のプロジェクト―世

界31,000以上の地域社会において実施されている活動の

ごく一部をあげましたが―に取り組む草の根レベルでのも

のです。2004-05年度には、あなたのクラブの100周年記

念社会奉仕プロジェクト、その他の特別式典を通して、

100周年の祝賀に地域社会を参加させてください。クラブ

の奉仕の歴史を地域社会に広報し、将来の野心的な計画に

着手して、ロータリーを祝いましょう。

ロータリーの国際性のおかげで、ロータリアンは国境を

越え、地球を半周して、奉仕のパートナーを形成し、文化

交流を実施することができます。2004-05年度に双子ク

ラブ・プログラムに参加し、100周年記念の研究グループ

交換やロータリー・ボランティアを支援し、青少年交換学

生を派遣しもしくは受入れて、ロータリーを祝いましょう。

シカゴで開かれる国際ロータリー年次大会に出席し、世界

の沢山の国々から集うロータリアンに加わって、ロータリ

ーとその100周年を祝う計画を立てましょう。



GOVERNOR'S
MONTHLY
LETTER
2004-2005
No.1  JULY

6

札幌以外から連続して２人のガバナーが輩出したのは異例のことかもしれない。遠藤ガバナーはそれだけ信

頼が厚かったということである。温厚で英知に長けた人で言葉は柔らかいが、これだと決めたときには梃子で

も動かない、信念を通す人である。この方なら第2510地区会員に素晴らしいリーダーシップを発揮され指導し

てくれるものと確信している。

国際ロータリー、地区、クラブそれぞれが会員の減少により厳しい状況下にある。顧みればこの１年間公式

訪問では、ポリオと年次寄付に終始したように思えてならない。それで成果が上がったかと言うとノーである。

遠藤年度はポリオ募金３年間の最終年であるが地区目標に到達するのが非常に厳しい状況になったことを申し

訳なく思っている。私は最近のロータリーは奉仕にのみ目が向き、「ロータリーの心」の方がなおざりになって

いるのではないかと危惧してならない。遠藤ガバナーは精神科のお医者さんだし精神論はお手のものだと思う

から「ロータリーの心」を中心に指導力を発揮していただければ、きっと素晴らしい地区運営ができるのでは

ないかと思っている。

国際ロータリーもようやく最近になってクラブ指導者のロータリーの知識不足を認識し「ロータリー概要」

を発刊した。これは従前の「ロータリアン必携」をもとに日本的に補完し解りやすく平易にロータリーを解説

したものである。こういうものをクラブ会長・幹事が理解を示し会員卓話で年に数回取り上げ、且つガバナー

が何等かの機会を捉えてお話をすれば、飛躍的にロータリーの理解を増すこと疑い無しである。21世紀初頭は

ロータリアンの精神面の充実を図る時期かもしれない。

いずれにしろエレクト時代を含め２年間は長丁場である。海外を含めた会議は相当数に上る。これに公式訪

問、地区の最大行事である地区大会、これが終わると各グループにおけるロータリー勉強会、更には各クラブ

の周年行事が入る。その内にストレスが溜まる。早い時期に発散し、何よりも大切な健康に留意され、楽しい

地区運営が出来ますことを心からお祈りしエールを送ります｡

佐藤秀雄ガバナー、この１年間大変ご苦労様でした。エレクト年度から地区スタッフの皆様と綿密

に企画され、対話を重視されて、そのお人柄と相まって、ご自分の主張も無駄なく述べられ、常に先

頭に立ってロータリーの王道を歩まれました。大変な勉強家で運営手続きを熟知しておられ、教えて

頂く事が沢山ありました。特に情報ネットワーク作りに並々ならぬ労力をされ、各クラブに浸透して

きたことはお見事でした。一時期困難な問題に直面したこともありましたが、沈着冷静に処理をされ、

見事に軌道修復を果たされました。手を貸す努力の１年であったと思います。御苦労様でした。これ

からはパスト･ガバナーとしてご協力を賜りますようお願い致します。

国際ロータリー第2510地区

直前ガバナー 佐　藤　秀　雄

ガバナー 遠　藤　秀　雄
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このたび、ガバナーエレクトにご指名を頂きまして大変光栄に存じております。歴代ガバナーに比べロータ

リー経験の浅い私が、次年度、ガバナーの大任を大過なく果たせるかどうか大変危惧しております。

しかしガバナー就任まで１年間ありますので、遠藤ガバナーをはじめパストガバナー、会員の皆様方のご指

導を頂きながら準備をしてまいりたいと存じます。

私がガバナーに就任いたします2005－06年度は、上半期はロータリー100周年という輝かしい記念すべき年

であり、後半はその基礎の上に更により光輝ある歴史の一歩を踏み出すロータリーの新世紀元年に当たります。

今、世界の潮流を大きな目で見ますと21世紀の世界は、政治も経済も文化も、巨大統合が進み、一方で分

裂・細分化が進みます。ロータリーの世界もこの流れに逆らえません。また価値観の多様さによりロータリー

運動は変貌しています。会員も減少の一途をたどり、かつてのロータリーの栄光に影が見えます。

このような時こそ、我々はロータリー100年を栄光に導き支えてきたものは何かを、今一度謙虚に思いいたす

べきであります。それはロータリアンと地域社会の人々へ「ベネフィット」を与えてきた、職業分類と例会出

席に裏打ちされた「職業奉仕」で、これがロータリーの魅力の源泉でした。

次年度ロータリー101年目に新しい船出にあたり温故知新の言葉のとおり、先人の心を訪ね、その心を今に活

かしてまいりたいものです。そしてこのロータリーの普遍の理念を踏まえて、積極的に新しい時代のニーズに

適応して行く心構えが必要であります。

ガバナーエレクトとしてのこの一年間、改めてロータリアンの皆様のご指導、ご協力をお願い申し上げご挨拶

といたします。

国際ロータリー第2510地区

ガバナーエレクト 塚　原　房　樹

生年月日・出身地　昭和10（1935）年10月７日・東京
自宅住所　〒064-0953 札幌市中央区宮の森３条13丁目５-23
職業分類　食肉加工
勤務先　　㈱ホクビー　顧問

㈲青樹社　代表取締役

【学歴】
1959年３月　早稲田大学第一法学部卒業

【職歴】
1959年４月　㈲青樹社設立　専務取締役
1971年４月　㈱ホクビー設立　代表取締役社長
1985年５月　　　　〃　　　　代表取締役会長
2003年５月　　　　〃　　　　顧問
2003年６月　㈲青樹社　代表取締役

【ロータリー歴・クラブ】
1977年１月　札幌東ロータリークラブ入会
1983-84年　同クラブ幹事
1997-98年　同クラブ会長

【ロータリー歴・地区】主なもの
1988-89年　地区幹事
1990-91年　地区社会奉仕委員長
1992-93年　地区幹事・地区リーダーシップ養成副議長
1996-97年　地区情報委員長・地区史編纂委員長
1998-99年　地区職業奉仕委員長
2000-01年　地区文献資料室室長
2002-03年　地区文献資料室室長・ロータリー100周年記念委員

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
米山功労者

塚原房樹（札幌東RC）経歴
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各クラブの会長・幹事さんをはじめ全会員の皆様！愈々遠藤秀雄年度を迎え

ました。この日のためにいろいろと準備を重ねてこられた皆様のこれからのご

活躍を期待し、心からお喜び申し上げます。私は、地区研修リーダーという立

場で、これまで2月の地区チーム研修セミナー、3月の会長エレクト研修セミナ

ー（PETS）および4月に行われた地区協議会においていろいろお話を申し上げ

て参りました。地区研修リーダーの役割は、ガバナーおよびガバナー・エレク

トを補佐して、クラブや地区指導者の研修にあたる責任があるからであります。

今年度のRI会長のテーマは、「ロータリーを祝おう」という簡単な言葉ですが、

強調事項として識字率向上・ロータリー家族・保健・水という具体的なことを

示されています。又、遠藤秀雄ガバナーも地区の目標として具体的に4項目を示

されていますし、ガバナー要望事項も6項目にわたって明示されておりますので

その実現に向けて努力されますようにお願い致します。

今年度のロータリー財団管理委員長であるジェイムスL・レイシーさんは、私

のガバナー年度のRI会長であり、「ロータリーの夢を追い続けよう」というテー

マでした。レイシーさんの講演の中から印象に残っている言葉をご紹介しまし

ょう。ロータリーとは何でしょうか。単なる奉仕団体ではありません。それは

精神であり命なのです。何故ロータリアンになったのですかの問いに、私はロ

ータリーには思いやりの心があるからですと「思いやり」を強調しました。ロ

ータリーが他の団体と違う点は、助けを求めている人々に、何を捧げることが

出来るかを常に考えていることです。愛はロータリーにとって中心になる言葉

です。心の中に愛を持っているならば、助けを求めている人々に手を差し伸べ

ることが出来るでしょう。愛するの次に大切なのが助けるということです。ロ

ータリアンは､ポリオ撲滅という夢を見ました。私たちはこれを実現させ、さら

により良い世界と平和を夢見ましょう。私たちの究極の目的は平和です。ロー

タリーは沢山のプログラムを持っています。この中で私は､特に恵まれない子供

たちに焦点を当てたいと思っています。インターアクト・ローターアクトでは、

分かち合う心を育てたいと思います。そのためには、家庭教育から始めなけれ

ばなりません。子供たちの心にお互いに助け合う心を育てたいと思います。ロ

ータリーのいろいろな会合に参加すれば進歩があります。ロータリーを改善、

発展させるために、協力を行動で見せてください。優しいロータリーの心をも

って。

地区研修リーダー

伊　藤　長　英（苫小牧北・PDG）
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7月は識字率向上月間です

識字向上へのご理解とご支援のお願い

RIは、非識字こそ貧困をはじめとする諸悪の根源であると考え1997年のRI理事会で７月を識字率向上月間に

指定しました。その後、識字問題は2005年までのRI強調事項となりビチャイ・ラタクルRI元会長、ジョナサ

ン・マジィアベ直前会長、そしてグレン・エステス会長も識字率向上のために世界120万のロータリアンに絶大

なる支援を要請されました。今や識字率向上運動はポリオ・プラス計画の後を継ぐRIの重要なプログラムになり

ました。

現在の文明社会において、文字文化から隔絶されて生活するということは社会から置き去りにされることを

意味します。非識字者は正当な職に就けず、それに帰因する貧困は更にその子供たちの就学の機会を奪い、途

上国において非識字と貧困は悲惨な悪循環を生み出しています。

世界には約10億の非識字者がいます。私たちには想像できない数字でありますが、これは15歳以上の大人の

４分の１に当たります。その４分の３はアジア人であるといわれ、また非識字者の３分の２は女性であります。

一方、世界で１億３千万の就学年齢児が学校に行けません。ユネスコや我々の努力にも拘わらずこの数があ

まり減少していません。途上国の子供が年々増え続けているので学校に行けない子供が増加する恐れもありま

す。また、折角入学した子供も３分の１は小学校を卒業していません。このままでは南北間の貧富の差は益々

広がり、地球規模の社会不安は一層増大するでしょう。ニューヨークでの同時多発テロの原因も結局は、貧富

の差に根ざしていると言われます。これは我々に強い危機感を与えます。

先進国ではメヂア・イリテカシー（メディア音痴）という言葉さえ聞かれます。「メディア音痴」とはインタ

ーネットを始めとする情報技術に乗り遅れることを意味し、これではメディアを使いこなす人に決定的な差を

つけられることを覚悟しなければなりません。こうした情報化社会の時代に文字さえ知らないということは何

を意味するでしょうか？このままでは世界人口の５分の１に過ぎない先進国の情報技術が益々進歩し、南北国

家間の文明格差は増すばかりであります。このままでは私たちは到底平穏な世界を次の世代に残すことはでき

ないでしょう。

現在、世界の人口は60億に達しました。更に年間約１億人即ち毎年メキシコの人口に匹敵する人口増加を続

けています。このまま人口が増え続けてゆくならばこの地球の将来は暗いでしょう。しかも、人口増加の99％

は途上国の人口です。我々は折角予防接種で救った子供たちを飢え死にさせてはなりません。また彼らに生き

がいを持たせる教育と職業を与えなければなりません。

人口増加抑制の最大のポイントは母親たちの教育です。途上国の少女が中等教育を受けるだけで出生率が低

下し、先進国並みになることが知られています。従って教育、特に女性教育こそ我々宇宙船地球号が生き延び

てゆく上での、最も効果的な手段であると言えるでしょう。

これが私たちの進めようとしている識字率向上運動の今日的意義であり、正に「情けは人のためならず」で

あります。確かに私たちは長引く不況のさ中にいます。しかし、今直ぐに識字率向上運動を推進しなければ手

遅れになるでしょう。RIの識字委員会は各途上国の委員からの確実な情報に基づき、地区レベルあるいはクラブ

レベルでご協力いただく最も有意義な援助プロジェクトを決定し、いずれそのリストを提供させて頂きます。

諸般厳しい状況下にありますが、何卒識字プロジェクトの重要性をご理解賜り、RIの識字率向上運動にご協力下

さいますようお願い申し上げます。

識字向上タスクホース第一ゾーンコーディネーター

2800地区パストガバナー 藤　川　享　胤
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第１グループ担当のガバナー補佐を委嘱され、まさにそ

の大役に身の引き締る思いです。

2004～2005年度、ＲＩエステス会長テーマ、第2510

地区、遠藤秀雄ガバナーの要望を踏まえ、更に四項目の地

区目標達成を念頭に、第１グループ内、５クラブを訪問し

理解と協力を賜り、そして当グループ内、各クラブの親睦

と活性化を図り、奉仕の輪を広げるべく微力ではございま

すが努力を致します。

この１年間、各クラブ会員皆様のご指導とご協力を賜り、

ガバナー補佐の使命を全うする所存でございますので宜し

くお願い申し上げます。

（羽幌RC）

第１グループガバナー補佐

山　本　三次郎

ガバナー補佐として、これから１年、各クラブの会員皆

様の好意と友情をいただきながら、RI会長および遠藤秀

雄ガバナーの活動方針を正確に伝え、また当グループ内で

の各クラブの親睦・活性化を図り、奉仕の輪を広げるべく、

微力ではございますが、全力を尽くして努力してまいりた

いと思っております。

本年度、第２グループの行事と致しましては、「ガバナ

ー公式訪問」、「地区親睦野球大会」、「ロータリー100周年

記念・４クラブ合同例会」などを行います。

皆様のご指導、ご支援を心よりお願い申し上げます。

（滝川RC）

第２グループガバナー補佐

鈴　木　忠　男

29年ぶりにガバナー補佐に任命されました。今様浦島

の心境です。29年前に（分区代理と呼称）くらべて補佐

の仕事は複雑になってきました。ロータリーも昔と変わら

ないのは会員増強と寄付金集めの２点です。RIの統率力

が増すのに反比例して、ロータリーの魅力が失われていく

のは残念なことです。もう少しロータリーの原点である職

業奉仕に哲学的な思考を加えたら良いかなと思います

が・・・。

RI会長は「ロータリーを祝おう」と提唱されました。

ロータリー100年の歴史は、各種の奉仕活動と親睦の歯車

が織りなしてきた100年の歴史なので、私も遠藤ガバナー

とグループ内の皆さんと100年をお祝いし、ロータリーラ

イフを楽しみたいと思います。

皆さんのご協力をお願い申し上げます。

（江別西RC）

第3グループガバナー補佐

土　谷　茂　樹

「ロータリーを祝おう」100年を迎える記念の年度にガ

バナー補佐を務めることになり、気の引き締まる思いです。

今年度のRI「４つの強調事項」地区の「４つの目標」

の実現に向かって努力いたします。

私はロータリーは楽しくなくては・・・と思っております。

年間４度以上各クラブをお邪魔いたします。皆様のご協

力ご支援をよろしくお願い申し上 げます。

（札幌手稲RC）

第４グループガバナー補佐

小　山　秀　昭
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第５グループのガバナー補佐をお引き受け致すことにな
り、一言ご挨拶を申し上げます。
1999年に札幌真駒内ロータリークラブに入会し、まだ

８年目という浅い経験しかございません。長い伝統と歴史
の重みを感じながら、皆様のご意見に耳を傾け、お教えを
いただきながら役務を遂行する覚悟でございます。
最近の経済の落ち込みや社会体制の変化に伴い、会員の

減少に歯止めがかからない状態が続いております。
伝統や風格も大事とは思いますが、経験の浅さを武器に、

社会にまだまだ活躍しておられる、ロータリー精神を発揮
できる人格者がおられることを念頭に置き、これらの人々
をいかにして私どもの仲間に引き入れるかを第一重点項目
としたいと考えております。
会員を増強し、友人をより多く増やすことがロータリー

精神を発揮する原動力となります。
魅力あるロータリーを目指し、輝ける100年を心から祝

える年度にしたいものです。 （札幌真駒内RC）

第５グループガバナー補佐

丸　山　淳　士

今年度、第６グループのガバナー補佐に任命されました

関でございます。宜しくお願い申し上げます。本年度は、

ロータリーが創立されて100周年と言う記念すべき年であ

ります。まずこの100年と言う永い歴史に対しまして、私

はロータリアンの一人として、その発展に敬意を称すると

ともに、大きな喜びを感じている次第です。このような記

念すべき年度に、ガバナー補佐と言う大役を仰せつかり、

身の引き締る思いです。RI会長はロータリーを祝おうと

提言されております。その主旨を良く理解して、会員皆ん

なでロータリーを祝おうではありませんか。当年度一年間、

私はガバナーの要望事項を良く把握し、各クラブに正確に

伝え、クラブの活性化に努めると共に、またグループ内ク

ラブの親睦を深め、各クラブ間の意志疎通を図り、好意と

友情を深める事に微力ではありますが努力して参りたいと

思います。この一年間、会員皆様の温いご指導とご協力を

宜しくお願い致します。 （倶知安RC）

第６グループガバナー補佐　

関　　　幸　吉

ロータリー100周年のこの年に、ガバナー補佐という大

役を務めることとなり、責任を感じると同時に、分区代理

とは違うその責務に気付き、胃の痛くなる毎日です。

非力ながらロータリーを勉強しなおし、第７グループに

とってそして自分自身にとって有意義な１年にすべく、努

力する所存です。

今年のテーマは「100年を祝おう」です。100周年の歴

史のあるロータリーを尊敬し、その会員であることに誇り

を持ちましょう。そして、心から盛大に100周年を祝いた

いと思っています。

会員皆様の好意と友情を宜しくお願いいたします。

（北広島RC）

第７グループガバナー補佐

大　谷　惠　一

ロータリー創立100年の意義ある年に、ガバナー補佐の

大役を拝命し身の引き締まる思いで一杯です。微力ではあ

りますが遠藤ガバナー並びにグループ皆様のご協力のも

と、努めさせていただきますのでよろしくお願いいたしま

す。

いま、ロータリーは100年の歴史を歩みながら、時代の

変化に即応したロータリーの姿を求め、変革の兆しが見ら

れつつあるのではないでしょうか。

今こそ私達ロータリアンもロータリーの歴史を振り返

り、ロータリーの可能性に対する認識を高め、新しい挑戦

に取り組むときと考えます。

本来のRI会長のテーマは「100年を祝おう」です。こ

の節目の年を機会に私達もロータリーの原点に戻り、奉仕

の精神に基づき世界の平和を願い、地域社会に親しまれる

ロータリー活動に邁進しようではありませんか。

（浦河RC）

第８グループガバナー補佐　

蘇　田　又　栄
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第９グループのガバナー補佐を務めることになりました

鈴木でございます。

２月の地区チーム研修セミナーを最初に、地区協議会・

会長エレクト研修セミナー・ロータリー財団・米山記念奨

学金セミナーと次々にロータリーならではの徹底した事前

の教育を受けて参りました。

これからの１年間は、ガバナー活動方針に沿ってグルー

プ内の各クラブとの連絡役に徹するつもりでおります。

会員皆様のご協力をいただきながら、重責を果たして参

りたいと思っております。

宜しくお願い申し上げます。

（室蘭東RC）

第９グループガバナー補佐

鈴　木　久　雄

地区リーダーシッププランのもと、第10グループ内の

ローテーションにより、2004～2005年度のガバナー補

佐をお引き受けすることになりました。どうか、皆様には、、

格別のご指導、ご協力をいただけますよう、心より、お願

い申し上げます。

私のガバナー補佐としての本年度は、遠藤秀雄ガバナー

と第10グループ内ロータリークラブのパイプ役に徹した

いと考えております。

会員皆様が、ロータリーの歯車のお一人として、心にも

っておられる、思いやりの気持ちや、やさしい気持ちを、

倫理的に活動につなげていただけるよう、少しでもお役に

たつことができればと思います。

会員皆様の、ご健康とご活躍をお祈りします。

（七飯RC）

第10グループガバナー補佐

加　藤　直　樹

第11グループ・ガバナー補佐の大役を務める事になり

身の引き締まる思いと同時に不安と緊張の念で一杯です。

今年度遠藤ガバナーは四つの地区目標を掲げており、その

目標達成に、微力ながらグループ内会長、幹事さんの力を

お借りして活動を進めて行きたいと思います。

昨今、ロータリーに対し、いろいろな考えが生れ改革さ

れております。こういう厳しい変革の時代こそ、クラブ創

立時に思いを馳せ奉仕活動の目標を定めていく必要がある

のではないでしょうか？ロータリーの心を訴えながらロー

タリーの本質である友情と親睦、すなわち友愛の心を通し

てガバナーと各クラブのパイプ役ができればと考えており

ます。幸い、知識・情熱・実行力豊かな会長、幹事さんに

囲まれての事、心強いかぎりです。

私自身は浅学非才ではありますが、この１年間、11グ

ループ会長、幹事、さらに会員の皆様には宜しくご支援ご

協力の程、お願い申し上げます。 （函館東RC）

第11グループガバナー補佐

吉　川　達　也

今年は、ロータリークラブが誕生してから百年目の年に

あたります。この記念すべき年に巡り合えたことをたいへ

ん幸運に感じている次第であります。ロータリークラブの

創設の時代背景を考えてみるのに、またとない機会でもあ

ります。創始者たち、ポール・ハリスと３名の仲間はいか

にして困難な時代を乗りきるか、大いに議論したものと推

察いたします。

ロータリークラブは、途中、二つの世界大戦、世界大恐

慌といった世界の大事件を経て今日至っております。この

百年の月日は苦難の時代であったともいえます。

『数は力なり』やはり会員増強は欠くことのできない大

目標であります。また『継続は力なり』といいますが組織

が百年続くことは至難の事と思います。数と継続により、

なお一層の『ロータリー力』を発揮できることを願ってお

ります。皆さまの絶大な御協力をよろしくお願い致します。

（苫小牧RC）

第12グループガバナー補佐

藤　澤　正　昭



GOVERNOR'S
MONTHLY

LETTER
2004-2005

No.1  JULY

13

2004～2005年度

グループ 氏名／ＲＣ 職業分類 勤務先・役職/勤務先住所/TEL/FAX/E-mail 自宅住所/TEL/FAX/E-mail

1 山
やま

本
もと

三
さん

次
じ

郎
ろう

（羽　　幌）
旅　　　　館

セールス会館　代表

〒078-4101 苫前郡羽幌町南1条1丁目

TEL01646-2-2022  FAX01646-2-2245

〒078-4101 苫前郡羽幌町南1条1丁目

TEL01646-2-2022  FAX01646-2-2245

2 鈴
すす

木
き

忠
ただ

男
お

（滝　　川）
内　　　　科

（医）鈴木内科クリニック　理事長・院長

〒073-0011 滝川市黄金町西3丁目1-30

TEL0125-23-2753  FAX0125-23-3022

〒073-0011 滝川市黄金町西3丁目1-30

TEL0125-23-2753  FAX0125-23-3022

3 土
つち

谷
や

茂
しげ

樹
き

（江 別 西）
内　 科　 医

土谷医院　院長

〒069-0853 江別市大麻高町16-18

TEL011-386-4860  FAX011-386-4860

〒061-1374 恵庭市恵み野北2丁目11-4

TEL0123-36-6953

4 小
こ

山
やま

秀
ひで

昭
あき

（札幌手稲）
燃 料 小 売

しなねん商事㈱　代表取締役

〒063-0823 札幌市西区発寒3条1丁目6-6

TEL011-662-7347  FAX011-665-4166

E-mail:sinanen@poppy.ocn.ne.jp

〒063-0823札幌市西区発寒3条1丁目6-5

TEL011-662-6148

E-mail:h-koyama@nifty.com

5 丸
まる

山
やま

淳
じゅん

士
じ

（札幌真駒内）
産婦人科医

（医）五輪橋産科婦人科小児科病院　理事長

〒005-0802 札幌市南区川沿2条1丁目2-55

TEL011-571-3110  FAX011-571-1989

E-mail:gorin1@seagreen.ocn.ne.jp

〒064-0802 札幌市中央区南2条西28丁目3-15

TEL011-631-1816  FAX011-611-7638

E-mail:doctor-m@bamboo.plala.or.jp

6 関
せき

幸
こう

吉
きち

（倶 知 安）
家 具 販 売

㈲倶知安家具センター　代表取締役

〒044-0032 虻田郡倶知安町南2条西1丁目34

TEL0136-22-0368  FAX0136-22-6040

E-mail:ja8ymz@vesta.ocn.ne.jp

〒044-0032 虻田郡倶知安町南2条西1丁目34

TEL0136-22-0368  FAX0136-22-6040

7 大
おお

谷
たに

惠
けい

一
いち

（北 広 島）
不動産賃貸

㈲大谷商事　代表取締役

〒061-1121 北広島市中央3-3-1しんこうビル2F

TEL011-373-2466  FAX011-373-2466

〒061-1132 北広島市北進町1-5-1 S102

TEL011-373-7386

8 蘇
そ

田
だ

又
また

栄
え

（浦　　河）
肥料・飼料販売

株式会社ホクチク　代表取締役

〒057-0002 浦河郡浦河町西幌別273

TEL01462-8-1011  FAX01462-8-1100

〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西3丁目15-1

TEL01462-2-4245

9 鈴
すず

木
き

久
ひさ

雄
お

（室 蘭 東）
皮膚泌尿器科医

鈴木皮膚科医院　院長

〒050-0085 室蘭市輪西町2丁目3-17

TEL0143-44-2593  FAX0143-43-4145

〒050-0072 室蘭市高砂町5丁目25-5

TEL0143-47-4667

10 加
か

藤
とう

直
なお

樹
き

（七　　飯）
事務用機器販売

㈱加藤栄好堂　代表取締役

〒041-0806 函館市美原町3丁目3-13-15

TEL0138-47-8800  FAX0138-47-8822

〒041-1111 亀田郡七飯町本町437

TEL0138-65-8921  FAX0138-65-7921

11 吉
よし

川
かわ

達
たつ

也
や

（函 館 東）
建築材料販売

㈲吉川金属工業　代表取締役

〒040-0074 函館市松川町46-8

TEL0138-41-0238  FAX0138-45-0900

〒040-0074 函館市松川町46-8

TEL0138-43-7867

12 藤
ふじ

澤
さわ

正
まさ

昭
あき

（苫 小 牧）
産婦人科医

藤澤産婦人科　院長

〒053-0806 苫小牧市大成町2-5-8

TEL0144-72-5301  FAX0144-72-5302

〒053-0806 苫小牧市大成町2-5-6

TEL0144-72-5301



倶　知　安 9:30 美　　　唄

美　　　唄

10:15

1 7／7
岩　　　内

12:30
倶　知　安 10:15

⑥関　幸吉
14 8／19 岩　見　沢 12:30 11:00 ③土谷茂樹

蘭　　　越 ホテル第一会館 11:00 岩 見 沢 東

ホテルスエヒロ

11:45

余　　　市 11:45 15 8／23 札　幌　南 12:30 札幌パークホテル 11:45 ⑤丸山淳士

苫　小　牧

苫　小　牧

9:30 江　　　別

江　　　別

10:15

2 7／9
苫 小 牧 北

12:30 グランドホテル
10:15

⑫藤澤正昭
16 8／24 江　別　西 12:30 11:00

苫 小 牧 東 ニュー王子 11:00 当　　　別

市 民 会 館

11:45 ③土谷茂樹

白　　　老 11:45
17 9／7

栗　　　山
12:30

栗　　　山 11:00

小 樽 銭 函

小　　　樽

10:15 栗　　　沢 パラダイスヒルズホテル 11:45

3 7／15 小　　　樽 12:30 11:00 ⑥関　幸吉 函　館　東 10:15

小　樽　南

グランドホテル

11:45 18 函館五稜郭 12:30 11:00

4 7／20 札　幌　西 12:30 三越札幌店 11:45
9／14

函　館　北
国際ホテル

11:45
⑪吉川達也

札 幌 西 北 10:15 上　　　磯 16:15

5 7／22 札幌あけぼの 12:30 三越札幌店 11:00 19 江　　　差 18:30 17:00

札 幌 手 稲 11:45 ④小山秀昭 松　　　前 17:45

札幌はまなす

札幌センチュリー

16:15
20

函　　　館
12:30

函　　　館 11:00

6 7／26 札幌モーニング 18:30 17:00 函 館 亀 田 ホテルオークランド 11:45

札　幌　北

ロイヤルホテル

17:45 9／15 七　　　飯

大　　　沼

16:15 ⑩加藤直樹

札　幌　東

札　　　幌

10:15 21 森 18:30 17:00

7 7／29 新　札　幌 12:30 11:00 長　万　部

プリンスホテル

17:45

札幌セントラル

ロイヤルホテル

11:45
22 9／21

伊　　　達
12:30

伊　　　達 11:00
⑨鈴木久雄

札幌真駒内 9:30 ⑤丸山淳士 洞　爺　湖 ロ ー ヤ ル 11:45

8 7／30
札 幌 清 田

12:30
札　　　幌 10:15 浦　　　河

浦　　　河

10:15

札 幌 幌 南 ルネッサンスホテル 11:00 23 9／28 え　り　も 12:30 11:00

札幌大通公園 11:45 様　　　似

ウエリントンホテル

11:45 ⑧蘇田又栄

9 8／3
深　　　川

12:30
深　　　川 11:00

①山本三次郎 24 9／29
静　　　内

12:30
静　　　内 11:00

妹　背　牛 プラザホテル板倉 11:45 三　　　石 ウエリントンホテル 11:45

10 8／4 札　　　幌 12:30 札幌グランドホテル 11:45 ④小山秀昭 北　広　島 9:30

羽　　　幌

羽幌サンセット

10:00
25 10／4

恵　　　庭
12:30

北　広　島 10:15

11 小　　　平 12:15 10:45 ①山本三次郎 長　　　沼 プリンスホテル 11:00
⑦大谷惠一

8／5 留　　　萌

プラザホテル

11:30 由　　　仁 11:45

12
滝　　　川

18:30
滝　　　川 17:00

26 10／5
千　　　歳

12:30
ホテル日航 11:00

砂　　　川 ホテルスエヒロ 17:45
②鈴木忠男

千歳セントラル 千　　　歳 11:45

13 8／10
赤　　　平

18:00
赤 平 交 流 16:30 室　　　蘭

室　　　蘭

15:30

芦　　　別 センター未来 17:15
27 10／6

室　蘭　北
18:30 中 嶋 神 社

16:15
⑨鈴木久雄

室　蘭　東 蓬　　　殿 17:00

登　　　別 17:45
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№ 月　日 クラブ名
例　　　会 会長・

幹　事
懇談会

担　　当
ガバナー
補　　佐時間 会　　場

№ 月　日 クラブ名
例　　　会 会長・

幹　事
懇談会

担　　当
ガバナー
補　　佐時間 会　　場

2004～2005年度

※ガバナー補佐氏名に付いている番号はグループ番号
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年 ロータリー月間強調事項 月 日(曜日) 地　　区　　の　　行　　事 日(曜日) 国内行事・国際行事
グループ内の行事
クラブ周年行事

識字率向上月間 各クラブ半期報告､人頭分担金送金（7/31迄） 5(月) 第１回ガバナー会

03-04アメリカ、カナダ、メキシコ受入学生送別会 ガバナー･元・次期ガバナー懇談会

04-05受入学生関係者オリエンテーション

7
04-05派遣学生最終オリエンテーション･壮行会 11(日) 全国青少年交換委員長会議

04短期受入･派遣学生歓送迎会

17(土) ロータリーの社会奉仕活動に関する意見交換会（第7・８・９・12グループ/苫小牧グランドホテルニュー王子）

31(土) ロータリーの社会奉仕活動に関する意見交換会（第10・11グループ/サンリフレ函館）

31(土)･8/1(日) ローターアクト地区キャンプ（岩内）

会員増強および拡大月間 2(月)～6(金) インターアクト海外研修(韓国ソウル市，予定) 8(日) ロータリー財団地域セミナー

03-04派遣学生帰国報告会

8
04-05受入学生歓迎会

7(土) ロータリーの社会奉仕活動に関する意見交換会（第1・2・3グループ/滝川ホテルスエヒロ）

21(土) ロータリーの社会奉仕活動に関する意見交換会（第4・5・6グループ/札幌ＩＡＹ）

ローターアクト地区協議会（函館，予定）

新世代のための月間 3(金)･4(土) 地区親睦野球大会 米山委員長会議

05-06国際親善奨学生申請書送付 12(日) 第１回ガバナー･エレクト研修セミナー

9 青少年交換委員会秋季キャンプ 地区研修リーダーのための研修会

05-06派遣候補学生オリエンテーション

ライラセミナー(予定) 各大学にて米山奨学生応募受付

職業奉仕月間 4(月)～31(日) 第3350地区GSEチーム受入

米山月間 11(月） 地区大会記念囲碁大会（札幌･日本棋院北海道本部囲碁会館）

10 15(金） 地区大会記念ゴルフ大会（登別カントリー倶楽部）

16(土)･17(日) 地区大会 25(月) 函館RC創立70周年記念式典

(登別グランドホテル･日本工学院北海道専門学校・第一滝本館)

ロータリー財団月間 ＲＯＴＡＲＹ－ＮＯ－ＴＯＭＯ発行

世界インターアクト週間 05-06オーストラリア受入オリエンテーション 25(木) ロータリー財団地域セミナー

(11/5を含む1週間) 11 26(金) 第２回ガバナー･エレクト研修セミナー

米山学友会定時総会（予定） 第２回ガバナー会

第3回北海道ローターアクト交流会（北見） 27(土)･28(日) 第32回ロータリー研究会(広島)

04-05オーストラリア受入学生送別会

12

ロータリー理解推進月間 各クラブ半期報告､人頭分担金送金（1/31迄）

追悼記念週間 ガバナー補佐会議（予定）

(1/27を含む１週間) 1 06-07国際親善奨学生募集開始 22(土) 札幌幌南RC創立40周年記念式典

05-06オーストラリア受入学生歓迎会

05短期派遣候補学生選考試験

世界理解月間 6(日) 札幌国際スキーマラソン参加（新世代委員会） 米山奨学生選考試験

家族週間(第２週) ローターアクト海外研修（予定）

ロータリー創立記念日､
2

世界理解と平和の日(2/23) 23(水) RI創立100周年記念行事(各クラブ・グループ）

世界理解と平和週間 05-06国際親善奨学生オリエンテーション 18(金)～25(金) 国際協議会(米国･アナハイム)

(2/23～3/1) 米山奨学生歓送会

世界ローターアクト週間 6(日) 地区チーム研修セミナー（札幌ロイヤルホテル）

(3/13を含む1週間) 6(日)･7(月) 全国ローターアクト研修会（広島）

3 青少年交換委員会冬季キャンプ

26(土) 地区Ｒ財団・米山記念奨学会セミナー（札幌ロイヤルホテル）

27(日) 会長エレクト研修セミナー(札幌ロイヤルホテル) 恵庭RC創立35周年記念式典（予定）

ロータリー雑誌月間 ＲＯＴＡＲＹ－ＮＯ－ＴＯＭＯ発行

10(日) 地区協議会(札幌パークホテル)

4

06-07国際親善奨学生各クラブでの受付締切 青少年交換研究会

30(土） RI100周年記念･RI会長主催祝賀会議（東京）

5 北広島RC創立25周年記念式典（予定）

28(土)･29(日) ローターアクト地区大会（千歳） 米山奨学生オリエンテーション

06-07国際親善奨学生G事務所への提出締切

ＲＩ国際大会 新旧ガバナー補佐､地区委員長会議 米山記念奨学会、理事会･評議員会

ロータリー親睦活動月間 インターアクト地区年次大会（静内，予定） 4(土） 倶知安RC創立40周年記念式典

6 06-07国際親善奨学生選考試験 19(日)～22(水) 国際大会（米国・シカゴ）

06-07長期派遣候補学生選考試験

9 遠藤年度地区要覧発行

＊特記事項および注記　　地区内クラブの周年記念行事の日程は担当ガバナー補佐を通じて、早めにガバナー事務所までご連絡下さい。

詳細未定の会合は、現在のところ予定で掲載しております。

本年度の公式訪問は、前頁日程のとおり行います。貴クラブへの訪問を有意義なものとするため、下記の事項についてお手配とご協力を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。

１．公式訪問に必要な書類 ※下記の書類は７月１日までにガバナー補佐を通じて、ガバナーエレクト事務所へご提出下さい。
①効果的なロータリークラブを計画するための指針　クラブ会長要覧（Ｐ.76～Ｐ.81）に綴じ込まれているものをコピーし、ご記入の上、
ガバナー補佐の署名を得てガバナーエレクト事務所へお送りください。※下記の書類は貴クラブ訪問日の２週間前までにガバナーエレクト
事務所へお送り下さい。②クラブ定款と細則　③今年度（2004－2005）クラブ活動計画書と前年度（2003－2004）活動報告書　注）公
式訪問が７月のクラブで未決定の場合は、前年度分で代用可能です。④充填・未充填職業分類表　⑤会員名簿　⑥クラブ会報（最近の４～
５回分）⑦過去５年間の年度別会員入退会数および退会者のクラブ在籍年数　⑧貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業等）をご紹介下
さい。

２．会長・幹事懇談会
①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出席下さい。

３．クラブ例会
①和やかで楽しい例会を行うためにも、より多くの会員に出席を奨励して下さい。②ご連絡頂いた地元公共機関への御挨拶は喜んで訪問さ
せて頂きます。③訪問時のお心遣いは、お気持だけ頂き固くご辞退致します。
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収　入　の　部

科　　　　　　　目
2003-2004年度 2004-2005年度

摘　　　　要
予　　　算　　　予　算　案

1．前期繰越金 6,000,000 6,500,000 

2．特別地区資金　上期@3,820 12,988,000 12,606,000 03-04年度3,400人(@3,820)

同　　　上　　下期@3,820 12,988,000 12,606,000 04-05年度3,300人(@3,820)

3．雑収入

収　入　合　計 31,976,000 31,712,000

支　出　の　部

科　　　　　　　目
2003-2004年度 2004-2005年度

摘　　　　要
予　　　算　　　予　算　案

Ａ．負担金

1．地区大会 6,120,000 5,940,000 @1800

2．地区協議会 3,400,000 3,300,000 @1000

Ａの部　小　　計 9,520,000 9,240,000

Ｂ．事業費

1．地区インターアクト事業費 1,700,000 1,650,000 @500

2．地区ローターアクト事業費 2,312,000 2,244,000 @680

3．地区新世代活動事業費 1,190,000 1,155,000 @350

4．地区青少年交換事業費 5,440,000 5,280,000 @1600

5．地区子ども奉仕委員会事業費 544,000 528,000 @160

6．地区世界社会奉仕事業費 2,142,000 2,079,000 @630

7．地区財団奨学生事業費 816,000 792,000 @240

8．地区ＧＳＥ事業費 782,000 3,589,000 @330 ※

9．地区財団学友事業費 170,000 165,000 @50

10．その他の事業費 680,000 660,000 @200

11．世界平和奨学金事業費 34,000 33,000 @10

12．予備費 510,000 297,000 @90

Ｂの部　小　　計 16,320,000 18,472,000 

Ｃ．規定審議会代議員費 450,000 0 

Ｄ．臨時支出金 0 0 

支　出　合　計 26,290,000 27,712,000 

次 期 繰 越 金

繰越金内訳　　　　　ＧＳＥ事業費
5,686,000 4,000,000

規定審議会代議員費

その他の事業費

総　　　　　計 31,976,000 31,712,000

※GSE事業費は受入年度に伴う支出が増えるため、予算額1,089,000円

のほかに繰越金より2,500,000円を加えています。

ガバナー事務所費の内訳明細　

科　　　　　　　目
2003-2004年度 2004-2005年度

摘　　　　要
予　　　算　　　予　算　案

1．給与手当 4,125,000 3,710,000

2．家賃･光熱費 975,000 700,000

3．リース料 480,000 280,000 @20,000×14ヶ月

4．事務用品費 700,000 550,000

5．印刷費 1,000,000 1,000,000 便箋、封筒、コピー代

6．登録料など負担金 50,000 170,000 

7．会議費 700,000 600,000 地区幹事会　@1,000×12名×50回

8．通信費 800,000 770,000 電話、郵送料

9．旅費交通費 420,000 450,000

10．渉外費 900,000 900,000

11．資料費 800,000 700,000 地区役員名簿作成費他

12．備品費 600,000 300,000 プリンター、電話機、本棚、看板他

13．地区要覧費 700,000 496,000 @1,600×310冊

14．ガバナー補佐事務費 1,200,000 1,200,000 @100,000×12人

15．雑費 600,000 924,000 

16．予備費 250,000 250,000

合 計 14,300,000 13,000,000

収　入　の　部

科　　　　　　　目
2003-2004年度 2004-2005年度

摘　　　　要
予　　　算　　　予　算　案

1．前期繰越金 14,000,000 14,000,000

2．一般地区資金　上期@4,730 16,082,000 15,609,000 03-04年度3,400人(@4,730)

同　　上　　　下期@4,730 16,082,000 15,609,000 04-05年度3,300人(@4,730)

3．ＲＩ助成金 3,000,000 2,800,000

4．ガバナー月信購読料 2,520,000 2,520,000 10部×72RC×@3,500

5．雑収入 100,000 100,000

収　入　合　計 51,784,000 50,638,000

支　出　の　部

科　　　　　　　目
2003-2004年度 2004-2005年度

摘　　　　要
予　　　算　　　予　算　案

Ａ．地区大会

1．地区表彰費 500,000 500,000

2．ガバナー記念費 300,000 100,000

Ａの部　小　　計 800,000 600,000

Ｂ．助成金

1．地区協議費 800,000 800,000

2．都市連合会（IM) 0 0 休止

3．会長エレクト研修セミナー（PETS) 400,000 400,000

4．地区リーダーシップセミナー 0 0 

5．分区協議会（グループ協議会） 350,000 350,000 地区チーム研修セミナー

Ｂの部　小　　計 1,550,000 1,550,000

Ｃ．負担金

1．ガバナー会 680,000 660,000 (上)3,300人＋(下)3,300×@100

2．日本ロータリー文庫 1,020,000 990,000 (上)3,300人＋(下)3,300×@150

Ｃの部　小　　計 1,700,000 1,650,000

Ｄ．会議費

1．地区ガバナー指名委員会 300,000 200,000

2．地区ガバナー諮問委員会 500,000 500,000 

3．地区ガバナー補佐会議 800,000 800,000

4．地区委員長会議 400,000 400,000

5．地区研修リーダー会議 30,000 30,000 

6．地区クラブ奉仕委員会 50,000 50,000

7．地区広報委員会 150,000 150,000 

8．地区情報委員会
地区情報・IC委員会

150,000 
150,000 2004-05年度より統合

9．地区IC委員会 30,000

10．地区ロータリーの友委員会 30,000 30,000 

11．地区拡大委員会 30,000 30,000

12．地区会員増強委員会 50,000 50,000

13．地区職業奉仕委員 50,000 50,000

14．地区社会奉仕委員会 120,000

15．地区家庭奉仕委員会 120,000 540,000

16．地区子ども奉仕委員会 300,000

17．地区新世代委員会 100,000
130,000

18．地区ライラ委員会 30,000

19．地区インターアクト委員会 150,000 150,000

20．地区ローターアクト委員会 150,000 150,000

21．地区青少年交換委員会 400,000 400,000

22．地区国際奉仕委員会 100,000

23．地区世界社会奉仕委員会 150,000 270,000

24．地区親睦活動委員会 20,000

25．地区友情交換委員会 30,000 0 2004-05年度より廃止

26．地区ロータリー財団委員会 30,000
60,000 2004-05年度より統合

27．地区財団増進委員会 30,000

28．地区国際親善奨学金委員会 50,000 50,000

29．地区GSE委員会 50,000 50,000

30．地区財団学友委員会 50,000 50,000

31．地区補助金委員会 20,000 20,000

32．地区米山記念奨学金委員会 30,000 30,000

33．地区米山学友委員会 30,000 30,000

34．地区財務委員会 20,000 20,000

35．地区オン・ツー・シカゴ委員会 50,000 50,000

36．地区100周年記念委員会 50,000 50,000

37．地区意義ある業績賞選考委員会 20,000 20,000

38．その他委員会 100,000 100,000

39．予備費 150,000 150,000

Ｄの部　小　　計 4,920,000 4,760,000

Ｅ．旅費

1．ガバナー会 150,000 150,000 2回

2．パストガバナー会 500,000 500,000 7月、東京

3．ロータリー研究会 1,000,000 1,400,000 11月、広島

4．ガバナーエレクト国際協議会 700,000 700,000

5．全国ガバナーエレクト会議 150,000 150,000 2回

6．全国地区連絡会議 400,000 400,000 ＩＣ1回,青少年2回 他

7．その他会議 300,000 168,800

Ｅの部　小　　計 3,200,000 3,468,800

Ｆ．ガバナー事務所費 1,4300,000 13,000,000

Ｇ．ガバナーエレクト事務所費 4,800,000 4,800,000

Ｈ．ガバナー月信発行費 3,500,000 3,800,000 13回発行

Ｉ．ガバナー公式訪問費 1,000,000 1,136,000

Ｊ．地区文献資料室費 1,050,000 1,050,000

Ｋ．地区IC活動費 730,000 530,000 地区ホームページ

Ｌ．総予備費 234,000 873,000 

Ｍ．臨時支出金 0 0 

支　出　合　計 37,784,000 37,217,800

次 期 繰 越 金 14,000,000 13,420,200

総　　　　　計 51,784,000 50,638,000

一般地区資金 特別地区資金

2004～2005年度地区予算について

会員の減少が続いており、地区の運営費及び事業費の節減に努める必要があります。１会員当

たり地区負担金17,100円（一般地区資金4,730円×２、特別地区資金3,820円×２）は昨年度

と同額と致します。

2004～2005年度の地区予算の留意点

1．会員の減少はとどまらず、2004～2005年度は上･下期を3,300名と想定する。

2．ガバナー月信は、各クラブ最低10部を購入（昨年度同様）いただき、それ以上の部数購読

に努める。

3．一般地区資金について、効果的な運用を図るため小委員会会議費を親委員会会議費に併せる。

4．一般地区資金のガバナー記念費、会議費の広報･情報委員会費を削減する。

5．ガバナー事務所費の削減を計る。

6．地方にガバナー事務所が置かれたので、旅費等に増加の傾向がある。

7．地区協議会、地区大会の負担金は、会員減少に伴い削減する。

8．特別地区資金のうち、地区ＧＳＥ事業費は今年度は受け入れ年度のため、繰越金を使用し

増額となる。

9．一般地区資金の運営費及び特別地区資金の事業費を予算以内に遂行しても、次年度への繰

越金減額が予想される。

10．委員会及び事業は報告書とともに、領収書を添付し提出いただく。
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2004-2005年度　2004-2005年度　

国際ロータリー会長 
グレンＥ.エステス（アメリカ） 

地区ガバナー 

遠　藤　秀　雄（登　　別） 

地区研修リーダー 

伊 　 藤 　 長 　 英（苫小牧北ＰＧ） 

地区ガバナー・エレクト 

塚 　 原 　 房 　 樹（札 幌 東） 

会長エレクト研修セミナー 

地区チーム研修セミナー 

地 　 区 　 協 　 議 　 会 

 

地区ガバナー補佐 ガバナー諮問委員会・指名委員会 
アドバイザー・補佐部門 

※数字は担当グループ番号 

　伊藤　義郎（札　　幌） 

　竹山　涼一（札 幌 南） 

　大橋　康次（札 幌 東） 

　富原　　薫（札　　幌） 

　石垣　博美（札幌セントラル） 

　伊藤　長英（苫小牧北） 

　森本　正夫（札幌西北） 

◎遠藤　正之（札幌幌南） 

　岩城　秀晴（札 幌 南） 

　小林　　博（札 幌 北） 

　佐藤　秀雄（千　　歳） 

　塚原　房樹（札 幌 東） 

◎指名委員会委員長 

①山本三次郎（羽　　幌） 

②鈴木　忠男（滝　　川） 

③土谷　茂樹（江 別 西） 

④小山　秀昭（札幌手稲） 

⑤丸山　淳士（札幌真駒内） 

⑥関　　幸吉（倶 知 安） 

⑦大谷　惠一（北 広 島） 

⑧蘇田　又栄（浦　　河） 

⑨鈴木　久雄（室 蘭 東） 

⑩加藤　直樹（七　　飯） 

⑪吉川　達也（函 館 東） 

⑫藤澤　正昭（苫 小 牧） 

代表幹事　伊奈　昭夫（登　別） 

幹　事　高橋　恒夫（登　別） 

幹　事　佐藤　寿夫（室　蘭） 

幹　事　寄木　清二（室蘭東） 

幹　事　上田　博子（登　別） 

幹　事　斎藤　正史（登　別） 

幹　事　関堂　勝幸（札幌東） 

地区財務委員会 地 区 幹 事 

地区役員関係 

委員長　若木日出男（登　別） 

委　員　金澤　智光（室蘭東） 

委　員　森川　英雄（登　別） 

委　員　福田　武男（千　歳） 

委　員　藤井　英勝（札幌東） 

文献資料室 
Ｃ竹山　涼一（札幌南PG） 

◎板橋　　俊（札幌幌南） 

　遠藤　一雄（札 幌 東） 

　滝本　　繁（札幌手稲） 

地区大会 
地区行事部門 

　　　 ホスト：登別RC 

ホストRC会長 中村　　雅 

　実行委員長　 戸塚　守夫 

実行副委員長　仲川　弘誓 

実行副委員長　堅田　　進 

　 幹　事　　 高橋　恒夫 

　 幹　事　　 和田　浩一 

　 会　計　　 森川　英雄 

　 ＳＡＡ　　 山田　新一 

　副 幹 事　　菊入　　剛 

　副 幹 事　　小林　　進 

　副 幹 事　　西尾　静枝 

　副 幹 事　　栗本　茂生 

　副 幹 事　　前谷　休市 

補助金監督委員会 意義ある業績賞選考委員会 オン・ツー・シカゴ委員会 100周年記念委員会 
特別委員会部門 

◎岩城　秀晴（札幌南PG） 

○小林　　博（札幌北PG） 

　佐藤　秀雄（千歳PG） 

◎小林　　博（札幌北PG） 

○佐藤　秀雄（千　　歳） 

　辻野　　修（当　　別） 

　斎藤　修弥（室　　蘭） 

　城木　浩一（札 幌 北） 

◎岩城　秀晴（札幌南PG） 

○石田　　誠（札幌手稲） 

　荒　　紀男（札　　幌） 

　木村　正勝（砂　　川） 

　酒井　正人（函館五稜郭） 

　畑中　俊介（札 幌 南） 

◎菅原　耕治（札 幌 北） 

　高橋　恒夫（登　　別） 

国　内　委　員　会 
米山記念奨学会 D I C Oロータリーの友委員会 

常務理事　伊 藤 長 英（苫小牧北PG） 

評議員　遠 藤 秀 雄（登　　別） 

評議員　塚 原 房 樹（札 幌 東） 

評議員　竹 原 　 巌（札 幌 北） 

地区委員　木下　　博（室　　蘭） 役　員　山田　信夫（苫小牧北） 

情報・ＩＣ委員会 

家庭奉仕委員会 

子ども奉仕委員会 

世界社会奉仕委員会 

親睦活動委員会 

国際親善奨学金委員会 

ＧＳＥ委員会 

財団学友委員会 

補助金委員会 

インターアクト委員会 

ローターアクト委員会 

青少年交換委員会 

ライラ委員会 

米山学友委員会 

クラブ奉仕委員会 職業奉仕委員会 社会奉仕委員会 国際奉仕委員会 ロータリー財団委員会 新世代委員会 米山記念奨学委員会 広報委員会 ロータリーの友委員会 拡大委員会 会員増強委員会 
地 　 区 　 諮 　 問 　 委 　 員 　 会 

 

◎遠藤　正之（札幌幌南ＰＧ） 

　岩城　秀晴（札幌南PG） 

　小林　　博（札幌北PG） 

◎佐藤　秀雄（千歳PG） 

　山本三次郎（羽　幌） 

　鈴木　忠男（滝　川） 

　土谷　茂樹（江別西） 

　小山　秀昭（札幌手稲） 

　丸山　淳士（札幌真駒内） 

　関　　幸吉（倶知安） 

　大谷　惠一（北広島） 

　蘇田　又栄（浦　河） 

　鈴木　久雄（室蘭東） 

　加藤　直樹（七　飯） 

　吉川　達也（函館東） 

　藤澤　正昭（苫小牧） 

Ｃ富原　　薫（札幌PG） 

◎羽部　大仁（札幌幌南） 

　矢橋　温郎（札幌西） 

　戸部アナマリア（札幌はまなす） 

　山本　雅章（札幌手稲） 

　近藤　良一（札幌モーニング） 

Ｃ石垣　博美（札幌ｾﾝﾄﾗﾙPG） 

◎冨岡　公冶（札幌西北） 

○森居　　清（岩見沢） 

　礪波　　寿（札幌幌南） 

　蝦名　久志（苫小牧東） 

Ｃ小林　　博（札幌北PG） 

◎対木　正文（札幌西） 

　菅原剛太郎（滝　川） 

　菊地　芳彦（苫小牧北） 

　坂本　修康（函　館） 

　東原　秀行（札幌西） 

　三山　雄弘（小　樽） 

Ｃ森本　正夫（札幌西北PG） 

◎橋本　信夫（札幌西） 

○金井　重博（札幌南）＊ 

　斎藤　修弥（室　蘭） 

　雲津　忠宣（伊　達） 

　中島　　勉（札幌幌南） 

　中村　真規（札幌西） 

　中垣　陽一（滝　川） 

　川内　淳司（函館五稜郭） 

 

◎遠藤　正之（札幌幌南PG） 

＊大村　孝男（千　歳） 

　瀧川　哲夫（札幌手稲） 

　山名　善久（札幌幌南） 

　山崎　晴嘉（札幌西北） 

　伏木　忠了（札幌西） 

Ｃ伊藤　長英（苫小牧北PG） 

◎細川　好弘（静　内） 

　堀田　昌資（札幌東） 

　柳　　孝一（札幌幌南） 

　野澤　幸平（岩　内） 

　宮崎　善昭（札幌西） 

　西村　恒夫（札幌東） 

Ｃ岩城　秀晴（札幌南PG） 

◎竹原　　巌（札幌北） 

　武田利兵衛（札幌南） 

　内野　　司（砂　川） 

　坂田　道昭（小　樽） 

　圓谷　敏彦（苫小牧） 

　山下　信行（札幌幌南） 

　大石　春雄（札幌はまなす） 

Ｃ塚原　房樹（札幌東GE） 

◎小林　俊之（札幌北） 

　梅津　征夫（札幌モーニング） 

　菅原　文雄（千　歳） 

　斎藤　正史（登　別） 

Ｃ塚原　房樹（札幌東GE） 

◎山田　信夫（苫小牧北） 

　廣瀬　保男（小樽南） 

　光銭　健三（上　磯） 

　野田　富夫（滝　川） 

　丸山　雄一（函　館） 

　坂井　　治（千歳セントラル） 

　五十嵐桂一（千　歳） 

　秦　健一郎（小　樽） 

　中村　喜憲（函館五稜郭） 

◎木下　　博（室　蘭） 

　佐藤　　公（札幌北） 

　斎藤　元護（札幌南） 

　坂井　　治（千歳セントラル） 

◎和田　壬三（札幌幌南） 

○高下　泰三（札幌西） 

　大場　公孝（上　磯） 

　松本　純枝（深　川） 

　水野　正純（新札幌） 

　大田すみ子（札幌北） 

◎斎藤　修弥（室　蘭） 

○伊藤知佳子（札幌北） 

　若原　秀明（札幌東） 

　田口　　　（千歳セントラル） 

　川岸　洋一（伊　達） 

◎瀧川　哲夫（札幌手稲） 

　松下　文芳（江別西） 

　丹羽　祐而（札幌手稲） 

　高橋　麗秋（札幌北） 

　大坂　　忠（札幌大通公園） 

　増田　幸久（上　磯） 

　高木　宏壽（札幌幌南） 

　松宮　國彦（札幌東） 

◎山崎　晴嘉（札幌西北） 

　岡　　宏幸（札幌大通公園） 

　高橋　保史（室蘭北） 

　桃井　康夫（札幌清田） 

　鍋谷　操子（函館東） 

　中島　　勉（札幌幌南） 

◎堀田　昌資（札幌東） 

○秋山　秀雄（札幌西北） 

　仲屋　成裕（岩見沢） 

　古野　重幸（札　幌） 

　佐藤　嘉高（札幌モーニング） 

　市毛　　満（静　内） 

　松見　修二（函館北） 

◎野澤　幸平（岩　内） 

　馬場　信吾（北広島） 

　荒木麻美子（余　市） 

　上出　利光（札幌西） 

　菊池　　恒（札幌南） 

　高橋　康則（苫小牧北） 

　高崎　英仁（札幌手稲） 

　田守　雅行（江　別） 

　土谷　俊彦（札幌東） 

　北川　敏夫（札幌はまなす） 

　菊地　喜久（函館五稜郭） 

◎見延庄三郎（小樽南） 

　笠原　昇一（札幌東） 

　斎田　義孝（小樽南） 

　高橋　敏雄（札幌手稲） 

　高坂　輝雄（札幌あけぼの） 

　千葉　悦子（小樽銭函） 

 

 

◎米山　道男（札幌北） 

　佐々木弘有（深　川） 

　石黒　安雅（滝　川） 

　松下　文芳（江別西） 

　植田　英隆（札　幌） 

　石黒　直文（札幌西） 

　近藤　　浩（札幌幌南） 

　三澤　龍子（札幌清田） 

　工藤左千夫（小樽南） 

　酒井　　宏（千　歳） 

　山田　　明（静　内） 

　平野　和典（室　蘭） 

　石田　　勉（函　館） 

　牧野　康宏（函館五稜郭） 

　和歌　宏侑（白　老） 

◎雲津　忠宣（伊　達） 

　米谷　龍三（札幌東） 

　河原　文博（伊　達） 

　手塚　貴志（白　老） 

　長太　義雄（札幌北） 

◎山名　善久（札幌幌南） 

○武藤　　順（札幌西） 

　岡崎　芳明（小樽南） 

　金坂　和正（札幌真駒内） 

　井上　勝一（札幌北） 

　片見　怜子（小樽銭函） 

　戸部　謙一（札幌西） 

　田嶋　忠義（札　幌） 

　小林　敏夫（函　館） 

　堀内　晴人（小樽南） 

　土橋　信男（札幌幌南） 

 

◎伏木　忠了（札幌西） 

　山口　　登（登　別） 

　服部　隆志（千　歳） 

　浅野　元広（札幌西） 

　朝倉　正人（札幌東） 

◎柳　　孝一（札幌幌南） 

　今井　義憲（函館東） 

　宇戸　啓隆（赤　平） 

　五十嵐桂一（千　歳） 

　鎌田　愼司（札幌北） 

　武井　　優（岩　内） 

◎宮　　善昭（札幌西） 

　クリステンセン・トーキル（札幌南） 

　高橋　　都（札幌セントラル） 

　山田　昭恵（余　市） 

　榊原二三夫（砂　川） 

　阿部　光行（札幌手稲） 

Ｃ：カウンセラー 

◎：委員長 

○：副委員長 

＊友情交換担当委員 

＊増進担当委員 
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〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館7F

TEL（03）3433-6456 FAX（03）3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

新年度にあたり改めてご挨拶申し上げます。

本ロータリー文庫には、堂々一方ならぬご協力、ご愛顧を賜り哀心から感謝致しております。今更申し

上げるまでもなく、［ロータリー文庫］は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に設立さ

れ、34年の歴史を誇る全日本ロータリーアンの資料室です。

ここにはロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1万9千余点が収集・分類・整備され、皆様

のご利用に備えております。

ロータリーの研究や諸活動のため、ぜひご利用くださるようお待ちいたしております。

☆利用方法☆
文庫資料は自由に閲覧できますが、電話や書信によるお問合わせも承ります。

お問合わせは間接では要領を得ない場合がありますので、なるべくご本人から直接お願い致します。

（文庫資料をご希望の場合は）

・発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介致します。

・絶版のものは実費（1枚20円+送料）でコピーサービスを致します。

・重複資料はご希望により無料進呈致します。

・ビデオテープは実費（1巻800円+送料）でダビング致します。

（貸出し）

・視聴覚資料（スライド・フィルム）は予約制（申し込み用紙有）で貸出し致します。

（登録資料の紹介）

・「資料目録」をクラブ事務所に備付用としてお送りしてありますので、ご利用願います。「目録」をご

希望の場合はお申込みください。

・「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆様のご参考なるような資料の紹介を致してお

ります。

・「ホームページ」を開設しております。分類別に検索可能です。

（ご寄贈）

・個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いずれも内外を問わずロータリーに関する資料

をご寄贈願います。文庫に保存して皆様のお役に立てさせて頂きます。

①クラブの出席報告は、毎月の最終例会から15日以内にお願い致します。(FAXもしくはE-mail)

②変更等のご報告について

新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場合、

所定の手続きによりご報告下さい。

新しく会員が入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日をお知らせ下さい。また会員にご不幸があった場

合には、氏名、年齢、ロータリー歴、写真を同封の上、至急ご報告願います。

③クラブの移動例会等は地区内他クラブに周知して頂くため、変更日の50日前までにご連絡下さい。

④各月ごとのクラブ会報を当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付下さい。

⑤ガバナー月信へ原稿をお寄せ下さい。特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、400字前後に写真１

～２枚をご同封願えればと考えています。原稿締切り日は毎月10日を予定しています。



2004～2005年度

報　告　事　項 報告書式・方法およびその時期 報　告　先

半期報告 書類はＲＩ日本事務局から直接次期幹事へ送付されます。 ＲＩ日本事務局　

ａ.半期報告　　　ｂ.会員リスト 写：ガバナー事務所

2004年7月1日、2005年1月1日付で送付して下さい。

国際ロータリー取扱分･送金 人頭分担金・資料代： 2004年 7月1日付で作成 ＲＩ日本事務局

明細書 （半期報告書） 2005年 1月1日付で作成 写：ガバナー事務所

(人頭分担金・比例人頭分担 比例人頭分担金・資料代：2004年10月1日付で作成

金･資料代) （四半期報告書） 2005年 4月1日付で作成

新会員報告 書式見本は｢幹事要覧(P.37)｣に掲載 ＲＩ日本事務局

新会員入会の都度報告します。用紙は、ＲＩ日本事務局から無料で入 写：ガバナー事務所

手できます。

会員退会届 書式見本は｢幹事要覧(P.37)｣に掲載 ＲＩ日本事務局

会員が退会した時に報告します。用紙はＲＩ日本事務局から無料で入 写：ガバナー事務所

手できます。

会員の資料変更* 書式見本は｢幹事要覧(P.37)｣に掲載 ＲＩ日本事務局

会員の記載事項が変更になった時報告します。用紙はＲＩ日本事務局 写：ガバナー事務所

から無料で入手できます。

月次出席報告 毎月、最終例会終了後１５日以内に報告して下さい。 ガバナー事務所

書式は添付の「会員数及び出席報告」をコピーしてご使用下さい。

役員または例会情報の変更* クラブ会長、幹事の氏名及び住所並びに例会場･例会時刻等の変更が ＲＩ日本事務局

あった場合、直ちに報告が必要です。 写：ガバナー事務所

グループ担当ガバナー補佐へのご連絡もお願い致します。 写：グループ内クラブ

写：担当ガバナー補佐

公式名簿記載資料* ＲＩから次年度クラブ役員の公式名簿記載資料が、10～11月頃送付 ＲＩ日本事務局

されます。次年度クラブ役員をもれなく記載し、12月末迄に各々ご 写：ガバナー事務所

送付下さい。 写：ガバナー･エレクト事務所

全日本会員名簿 ロータリーの友委員会から名簿調査票が送付されます。 ロータリー全国名簿編集室

変更、追加、修正を行って返送して下さい。

地区大会選挙人指名､信任状 信任状委員会が発行する信任状に記載します。 地区大会信任状委員会

証明書 信任状は選挙人が地区大会に持参することになります。

ＲＩ国際大会 ＲＩから信任状が送付されてきます。 国際大会信任状委員会

代議員の選任､委任状による 会員数、代議員数、代議員の選定日を記入し会長、幹事の署名をしま

代理者の指定､信任状 す。代議員に関してはクラブで代議員を定めるか、慣例的に代理者を

ガバナー・エレクトに指定することが多くなっています。

ロータリー財団 寄付を実践した場合、「ロータリー財団への寄付･送金明細書」に記入 ＲＩ日本事務局

し提出して下さい。 写：ガバナー事務所

寄付金の振込口座は次頁をご覧下さい。

米山記念奨学会 寄付を実践した場合、各クラブへ送付されている振込用紙に記入し提 (財)米山記念奨学会

出して下さい。 写：ガバナー事務所

寄付金の振込口座は次頁をご覧下さい。

*印の報告書は、ＲＩウェブサイト（www.rotary.org）にある「ロータリー･ビジネス･ポータル」からＲＩに提出することも出来ます。
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国 際 ロ ー タ リ ー

Rotary International

One Rotary Center

1560 Sherman Avenue

Evanston, Illinois

60201 U.S.A.

1-847-866-3000

1-847-328-8554

または

1-847-328-8281

ロ ー タ リ ー 財 団

The Rotary Foundation

One Rotary Center

1560 Sherman Avenue 

Evanston, Illinois

60201-3698 U.S.A.

寄付増進関係

1-847-866-3222

人道的プログラム

1-847-866-3304

1-847-328-5260

1-847-866-1894

特記事項

1.  ロータリーレートはRIより連絡があります。円に換算

時の端数は送金合計金額で切り上げて処理して下さい。

2.  振込手数料は各クラブでご負担をお願い致します。

3.  送金期限を厳守願います。

第2510地区

ガバナー事務所

〒059-0034

登別市鷲別町2丁目31-1

（医）友愛会 恵愛病院2階

0143-82-2510 0143-82-2512

一般地区資金

特別地区資金

ガバナー月信購読料・フ

ァイル代

国際ロータリー

日本事務局

〒115-0045

東京都北区赤羽2-51-3

NS3ビル1階

奉仕室

03-3903-3161

財団室

03-3903-3192

経理室

03-3903-3183

資料室

03-3903-3194

03-3903-3781

(各室共通)

国際ロータリー

(人頭分担金・資料代等)

三井住友銀行　新宿御苑前支店

普通預金　6733244

国際ロータリー日本事務局

事務局長　大島四郎

税制上の優遇措置扱分

(一口30万円以上の教育

的分野、恒久基金と年次

プログラム基金への寄付）

10万円以上30万円未満

三井住友銀行　本店営業部

普通預金　8719834

国際ロータリー日本事務局

日本ロータリー奨学金委員会

所長　大島四郎

10万円未満とクラブ寄付
三井住友銀行　本店営業部

普通預金　0968049

国際ロータリー日本事務局

事務局長　大島四郎

米ドル建の振込

三井住友銀行　新宿御苑前支店

普通預金　0000167

国際ロータリー日本事務局

事務局長　大島四郎

室蘭信用金庫　幌別支店

普通預金　5176584

国際ロータリー2510地区

2004～2005年度

ガバナー事務所　遠藤秀雄

ロータリーの友事務所

〒105-0011

東京都港区芝公園2-6-3

ａｂｃ会館8階

03-3436-6651 03-3436-5956 ロータリーの友購読料

三井住友銀行　浜松町支店

普通預金　6326314

ロータリーの友事務所

ロータリー米山記念　

奨学会
03-3434-8681 03-3578-8281

普通寄付

特別寄付

三井住友銀行 京橋支店

普通預金 0920373

ロータリー米山記念奨学会

東京三菱銀行　赤羽支店

普通預金　1568210

特定非営利活動法人

ロータリー日本財団

岩井　敏

東京三菱銀行　本店

普通預金　1528228

国際ロータリー日本事務局

事務局長　大島四郎

名　　　称 所　　在　　地 ＴＥＬ ＦＡＸ 送金の目的・種別 銀行振込口座

ロ
　
ー
　
タ
　
リ
　
ー
　
財
　
団
　
寄
　
付
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日本を代表する温泉リゾートが地元の当クラブは1969年、

遠藤ガバナーをはじめ、24名のチャーターメンバーで発足さ

れました。当時の登別は町制であり、前年の1968年に町開基

100年、翌70年に市昇格となり、若い市の発展と共に歩んで

きたクラブです。現在会員は40名ほどで決して大きなクラブ

ではありませんが、これまで数多くの奉仕活動を行ってきまし

た。創立10周年記念事業では幌別野球場の造営、市内11ヶ所

に建立された「登別市民憲章」の看板は20周年時の中心事業

であり、30周年記念事業では、市制施行30周年に合わせて市

中心部・幌別駅前に設置されたモニュメント《未来、はじま

る》（東京芸大副学長・伊藤隆道氏制作）に関する企画提案や

資金の寄付を行いました。（写真上）

「明るいクラブ」「楽しいクラブ」は、歴史を重ねる当クラブ

の会員すべてに通じる潜在意識となり、顕在意識として「職業

奉仕」「社会奉仕」の精神が日々実践されていると自負すると

ころでもあります。

さて100年前の登別温泉はというと、すでに温泉開発功労者

である滝本金蔵氏が私費で開削、客馬車も運行し（1891年）、

1905年には当時の陸軍省が傷病兵の療養所に指定しました。

傷病兵の中には九州出身者も多く、見舞いに駆けつけた家族ら

の宿のために一般住宅や商店等がにわかに民宿を経営し始める

など、ちょっとした温泉ブームを呼んでにぎわったといいます。

その滝本金蔵氏が建てたのが現「第一滝本館」の前身であり、

今年10月の地区大会会場になっています。また初日の会場で

ある登別グランドホテルは皇室ご用達のお宿としても有名。地

区大会には多くのロータリアンの参加を心からお待ちしています。

100周年記念行事として当クラブでは2005年２月23日を中

心にしてイベントを計画しております。今年度はホストクラブ

として地区大会を成功させなければならないという大任を控え

ており、具体的な計画はこれからですが、１世紀という歴史の

重さを心に刻む記念すべき年となるよう、そしてロータリー２

世紀を迎える感動を仲間と共に分かち合いたいと思っています。

登別ロータリークラブ

明治後期　八子旅館、地獄
谷にて餅屋を経営

▲

明治後期　第一滝本館全景
（一部2階に改築）

▼

昭和時代　終戦直後の闇市
（神社附近）
▲

滝湯▼

クラブ創立30周年と市制施行30周年に合わせて設置された幌別駅前モニュメント

「写真でみる登別温泉史」（登別青年会議所編集）より
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2004－2005年度の遠藤ガバナー月信では、第2510地区内の各クラブ会員が、月信を通じて互いの地域

についてもっと知り合い、情報交換しながら相互の活動の資質を向上させていこうと、新ガバナー補佐の下、

各グループの紹介記事を掲載していきたいと思います。ガバナー補佐が自分たちのグループや地域の特色

（産業や街づくり、景観・観光、伝統的な気質・雰囲気等）、グループ内クラブにおける活発な活動、ユニー

クな取り組み等を語ってもらい、紙面で紹介します。自分たちのいるグループ、地域の素晴らしいところを

積極的にアピールしてください。

原稿は400字詰め原稿用紙で１枚半から２枚程度（600～800字）で、地域を象徴する写真（観光名所や

祭り等も可）、クラブの地域での奉仕活動や合同例会等の写真などを掲載しますので、３～４枚程度原稿と

合わせてお送りください。

投稿の締め切りは毎月10日必着とし、メールによる投稿、写真の添付も歓迎します。なお写真を郵送して

いただいた場合には後日返却いたします。

20世紀初頭のアメリカ・シカゴにおいて、青年弁護士ポール・ハリスとその友人３人らは、お互いに信頼

できる公正な取引をし、仕事上の付き合いが親友関係にまで発展するような仲間を増やしていこうと、

1905年２月23日、ロータリークラブという会合を開きました。これが今、世界166カ国、3万1561クラブ、

約123万人が登録している国際ロータリークラブの始まりです。2005年には創立100周年を迎え、「ロータ

リーを祝おう」のテーマの下、各クラブでさまざまな記念イベントを予定されていることでしょう。

これを記念し、第2510地区遠藤ガバナー月信では100年の歩みを地域やクラブの歴史・発展と照らし合

わせて振り返り、これからのクラブ活動のあり方を見つめなおす機会にしてもらおうと、「わが街・我がRC

歴史散歩～地域と共に歩んで」の寄稿記事を連載していきます。100周年関連記念事業の内容と合わせて紹

介いたししますので各クラブからの投稿を募集します。

地域の歴史（1905年当時など）を織り交ぜながら、クラブ設立当時のエピソードやこれまでの活動、

100周年記念事業計画について、400字詰め原稿用紙２枚程度（600～800字）にまとめ、ガバナー事務所

まで投稿してください。メールでの投稿も歓迎します。合わせてクラブの活動や地域の歴史がわかる古い写

真（2～3枚可）なども同封（添付）願います。

100周年にちなんだ地域・クラブ紹介企画記事など

各ガバナー補佐のグループ紹介企画記事など

国際ロータリー第2510地区　2004-2005年度ガバナー事務所

〒059-0034  北海道登別市鷲別町2丁目31-1  医療法人社団友愛会 恵愛病院2階
電話 :（0143）82-2510    FAX :（0143）82-2512

E-mail : keiai.hp.rc@triton.ocn.ne.jp

ガバナー月信に原稿をお寄せ下さい
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地区代表幹事　伊奈　昭夫
・特定地区役員関係

・地区幹事

・地区大会

所属クラブ　登別ＲＣ

地 区 幹 事　高橋　恒夫
・ロータリー財団

・米山・会長エレクト研修セミナー

所属クラブ　登別ＲＣ

地 区 幹 事　佐藤　寿夫
・職業奉仕

・国際奉仕

・地区チーム研修セミナー

所属クラブ　室蘭ＲＣ

地 区 幹 事　寄木　清二
・拡大、増強、クラブ奉仕

・社会奉仕

・地区協議会

所属クラブ　室蘭東ＲＣ

地 区 幹 事　上田　博子

・新世代

・公式訪問

・地区大会

所属クラブ　登別ＲＣ

地 区 幹 事　斎藤　正史
・ガバナー月信

・広報・情報・IC

・地区大会

所属クラブ　登別ＲＣ

地 区 幹 事　関堂　勝幸

・次年度業務

所属クラブ　札幌東ＲＣ

地区財務委員長 若木日出男
・地区資金

・予算

所属クラブ　登別ＲＣ

地区財務委員　森川　英雄
・地区資金

・会計

所属クラブ　登別ＲＣ

地区財務委員　藤井　英勝

・地区資金予算・会計

所属クラブ　札幌東ＲＣ

地区財務委員　金澤　智光
・地区資金

・予算

所属クラブ　室蘭東ＲＣ

地区財務委員　福田　武男

・地区資金会計

所属クラブ　千歳ＲＣ

ガバナー事務所執務時間

9：30～17：30（土・日・祝祭日休み）
事務局：阿部智子

〒059-0034  北海道登別市鷲別町2丁目31-1  医療法人社団友愛会 恵愛病院2階
電話 :（0143）82-2510    FAX :（0143）82-2512
E-mail : keiai.hp.rc@triton.ocn.ne.jp
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